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町が誘致したこの会社も，

数13約250人。

社員食堂で昼食体験も。「なかなかおいし

かったですよ」 一日東紡績欄泊工場
間噌市竺Fよ』炉、

今年は町内の

5企業 を訪問

「
ま
ァ
、
か
わ
い
い
服
。
わ
た
し

に
も
で
き
る
か
し
ら
」

｜
｜
ナ
ガ
イ
コ
ー
ポ
レ
｜
シ
ヨ
ン
側

温h

昨年オープンした「アゼ、リア」で。 「ここには

託児所もあるんですねJ 一一朝日商業開発欄

－
奥
さ
ま
工
場
見
学

＠

町
内
企
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
労
働
力

確
保
と
地
場
産
業
の
振
興
に
つ
な
げ
よ
う
と

8
月
日

目
、
主
婦
の
方
々
を
対
象
に
し
た
「
奥
さ
ま
工
場
見

学
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
、
包
囲
目
と
な
っ
た
今
年
の
見
学
会

に
は
、
町
内
の
奥
さ
ま
白
人
、か
参
加
。
今
回
は
町
内

の
5
つ
の
企
業
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

制

H
町
に
は
現
紅
、
大
小
乃
の

事
業
所
が
あ
り
ま
す
が
、
個
性
的

で
優
れ
た
技
術
を
持
ち
な
が
ら
も

悦
性
的
な
労
働
力
不

ιに
悩
む
と

こ
ろ
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
新
脱
学
卒
者
が
問
内
の
事

業
所
に
就
職
す
る
ケ
ー
ス
は
少
な

く
、
今
年
は
幻
人
（
昨
年
は
お
人
）

に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。

身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
企
業
を

実
際
に
訪
れ
、

理
解
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
町
が
企
画
し
た
こ
の
見

学
会
に
は
、
年
ご
ろ
の
子
を
持
つ

母
親
や
就
職
を
希
望
し
て
い
る
女

性
な
ど
白
人
が
参
加
。
今
年
は、中島佳代子さん

(25歳 ・上回J)

6
川
に
仙
紙
し
新
潟
県
か
ら

刺
日
．川
に
米
ま
し
た
。
就
職
を
考

え
始
め
て

い
た
こ
ろ
に
広
報
の
折

E
F
d
’
り
込
み
て
今
回
の
企
画
を
知
り
、

M
’一

『
町
に
は
ど
ん
な
企
業
が
あ
る
ん

E
一一
だ
ろ
う
か
』
と
忠
っ
て
参
加
し
て

E
i
一
み
ま
し
た
。

V
一

及
川
一
季
、
見
学
し
て
感
じ
た
の

R
7
16
1
 

才
一
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渡辺功さん
鮒渡辺功機代表取締役

今
川
の
よ
う
な
介
L
幽
は
、
経
賞

者
と
し
て
も
あ
り
が
た
い

こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

P
R
は
し
で

も
実
際
に
来
て
兄
て
い
た
だ
け
る

こ
と
は
少
な
い
で
す
か
ら
ね
。

給
与
向
を
は
じ
め
、

う
ち
で
は

社
民
川
の
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
を

備
え
る
な
ど
制
利
厚
生
面
の
光
尖

制

H
－屯

f
側
、
ナ
ガ
イ
コ

ー
ポ
レ

ー
ン

ョ
ン
側
、
日
東
紡
紡
附
的
工

場
、
側
枝
辺
功
機
、
朝
日
商
議
開

業
開
発
削
仰
の

5
つ
の
企
業
を
訪
れ

ま
し
た
。

訪
問
先
で
は
、
企
業
の
概
要
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
ほ
か
、

事

業
所
の
内
部
も
見
学
、
実
際
に
そ

ヤ
』
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
の
仕
事

ぶ
り
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

見
学
会
に
参
加
し
た
ほ
と
ん
ど

の
皆
さ
ん
は
、
各
企
業
の
内
部
を

見
る
の
は
初
め
て
。
自
分
の
固
と

耳
で
改
め
て
町
内
企
業
へ
の
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

明るい職場にびっ

くり。企業に対する

イメージが変わりま

した。

は
、
若

い
人
た
ち
も
多
く
、
ど
こ

も
明
る
い
雰
囲
気
だ
な
と
レ
ぅ
、
』

to
－－また、

子
供
を
預
か

っ
て
も

ら
え
る
企
業
が
あ
る
、

き
ま
し
た
。
私
が
抱
い
て

いw
た
イ

メ
ー
ジ
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
見
学
会
は
、
ぜ
ひ
継

続
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

な

知
ん

を

マつ

〉
』

い

こ

i
u

フ
Q

に

あ

内

が

町

業企

っていただきたいてい

すね。

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
は
、
町
内
で
も
い

み
ん
な
企
業
が
が
ん
ば

っ
て
い
る

よ
と
守
知

っ
て

レ
た
だ
告
た
い
で

、d
。

」事
・名参

加
さ
れ
る
人
も
多
い
よ
う
で

す
し
、
こ
う
し
た
企
州
は
町
の
活

性
化
に
も
結
び
つ
く
と
思
い
ま
す
。

－
平
成

5
年
9
月
号
＠

ことわざにIi，先人の知恵がi廷紘きれており‘人生を生きていく上での様々なことを見つけることができます。一介
一

一紹
一

一ざ
一

一わ一
一と
一

一ア」
一

舗の議は子を持って免る 殺が子を育てるのにどんなに苦労したかと いうことは， 自分が付持って脊てるようになってからはじめてわかる
という意味e
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4・1'
<'iW自分でっかまえて自

分で焼いだイワナの
昧は最高。
ちょっと塩がききす

ぎ？ぎつ、いいか。

っ
ぽ
い

新
鮮
な
驚
き
と
感
動
が
い

ン
グ
キ
ャ
ン
プ

子
供
た
ち

の
ロ

1'夏だというのに，ここはもう

初秋の気配？ トンボガい疋る

ところに見られましだ。

議ぐに通いつく貧差なし 一所懸命に働け！f生活iほかになり．その人はけっして貧乏になることはないという意味。

...キャンプの定番カレーライス。白さん
が作るのとちょっと違う気もするけど一。

ヴ恕夏休み

大自然的怒かマ

.<Lー 童画信田・圃圃圃圃

曾1日3度の食事の準備｜芯一番
大切Z去、仕事、。「腹ガ減つては何

もできない」

小学校5・6年生の子供だち37人が

この夏，北又の大自然のなかで5泊6

日のロングキャンブに挑みましだ。

さまざまな体験を通じて，より大き

く成長した子供たち。合回は隊員たち

のビッグな夏休みをリポートします。

勺ビ
潤 腸線温a

’夜にもなれば，ここは星空の観察の絶貯の場。

勉強にはなつだけど，少々首ガ痛くtJ.りましだ。

4・北又川のつり橋を渡り，イザ朝日岳登山
...に出発。約7時間後に朝日小屋！こ到着。

翌朝4時，2,418mの町のシンボル「朝日

岳」山頂！こ立つ。

.J5泊6日のロングキャンプも無事終7。友達もできたし
定くさんの思い出もできだ。定くましくなって帰ってき疋ぞ。

；鹿賢岳！~J Adventυre I 

...タ禽ガ済んだらキ

モ試し。「こわくない

よ」と言いながら，

やけに手に力ガ入っ

ているぞ。



「
今
年
の
チ
ー
ム
は
、
下
分
以
上
の
選
手

が
中
学
時
代
は
補
欠
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
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1－~1 
叡そして人との出会いを大切に ！ 
私ち山崎 愛年他地区の 会

好会」は．今年で結成5年。 の交流会も行いました。見

駄の女子きな者が集まり，地 ：知らぬ人との出会いもまた

区の農村婦人の家を拠点に j楽しいものです。

楽しく活動を行っています。j そして今年は， 9月中旬 i
会員は40代から60代まで jにコスモホールで初の発表 j

の12名。糾刈第 2と第4月 j会を開催する予定です。現 j
l附日に紳 ［－沢先生から指導 j布．大舞台で少しでも上手！

jを受けています。 ；歌いん－ゃ ；に歌えるようにと，先生を i
j聞のと 1）ブJなど，熱，L、な指 ；はじめ会只一同’ 一生懸命！

！肘 自山つた；；肱
ずつ上遥。プロのまfaはで これカ、らも’し、ろん毛．歌． ！

；きませんカ …し ；そしてよ）多くの人々 との／／1I 
〈和気あいあい．ときには 会いとふれあいを大切にし

冗談を飛ばしながらレ ッス ：ながら，演歌を心の歌とし

ンをしています。 ：て，よき仲間たちと楽しく I 

! 会では毎年11月に開かれ ；歌い続けていきたいと思っ ！

と地土防士三三ゴ ） ていただ tいる iか， ド

はみス毎をユ 切すて つ ビ た カ シ る ミひ 盲目• i 2ぱ あ ｜出う ~ ：たポ日開ジ現 つる朝こたッの」ヨ おいス ・ 言2
平 i O 、げ teプてさ広 j 。い｜でい マ 伝 て お 日 iL」クでのツ 寄っヒヒさ 同
成 ； 4 $たぞをい点報 ：まとツすてと 、い手町かとリす P ピ様もススひ 函
に ： －相いみ 募た 」係 ： だ 思 ゃ がいしJデま｛去をらい 。が R ンへごイイま 包

~ ！ ~；付訪軒 ； i ~Ji 九；て ~~~~~i~ ；；的； 2 日
用 ：報役お い人｜ふ ！でま ど を仕と内 た ｜付 、突ないりタいた れ ス 「 iこ
旦 iを場ら£まやナれ iすすも見事時で い 外 ミ感こ丞で ｜ さだまトミ 1@j 。内れし莞グ ｜愛 ；ね。ゃっ中計プ とにスでとば出 「ついし」ス Z

線れて ルにこ i。結つけ心のチ 張 P とすにれ場アとてたであ 一一
婚てての店 ・ t) R し 。な て し ス 、 い 。 、さ ’（

夢
は
再
び
甲
子
園

竹

谷

泊
高
校
野

球
部
監
督

稔

さ

ん

（宮
崎

－

n歳）

ん
な
選
手
た
ち
が
成
長
し
て
法
令
の
中
で

活
川
崎
し
て
く
れ
る
：
：
：
。・
似
が
山
る
ほ
ど

う
れ
し
か

っ
た
で
す
ね
」

．aの
叩
下
関
出
場
を
か
け
た
今
年
の
企

岡
高
校
野
球
什
岡
山
大
会
。
竹
谷
枇
叫
組
町
中
い

る
泊
口
同
校
野
球
部
は
、
本
々
決
勝
で
強
来

高
岡
尚
業
に
敗
れ
は
し
た
も
の
の
昭
和
二

1
州
年
以
米
、
問

l
問
年
版
り
に
ベ
ス
ト

エ
イ
ト
へ
進
山
、
地
・γ
ん
の
以
を
よ
い
に
沸

か
せ
て
く
れ
ま
し
た
ゆ

竹
谷
さ
ん
は
同
校
野
球
部
の
託
料
円
に
な

っ
て
五
年
目
。
『
高
校
野
球
も
教
育
の
一

環
』
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
日
ご
ろ
か
ら
「
人

に
迷
惑
を
か
け
る
な
」
「
目
的
を
持
っ
て
練

習
し
ろ
」「
負
け
た
悔
し
さ
を
忘
れ
る
な
」

と
部
長
た
ち
に
、
旨
い
聞
か
せ
な
が
ら
チ
ー

ム
を
育
て
上
げ
て
き
ま
し
た
。

「
こ
こ
二
、
三
年
前
か
ら
か
な
り
刈
が
つ

い
て
き
て
い
た
の
で
、
今
年
は
あ
る
何
度

い
け
る
と
い
う
手
ご
た
え
は
あ
り
ま
し
た
」

と
話
す
竹
谷
監
軒
。
し
か
し
、
反
の
大
会

が
終
わ
ゥ
て
．
二
年
生
が
肱
け
、
ト
・九
人
だ

っ
た
部
員
も
今
は
一
、

二
年
生
九
人
だ
け

と
な
り
ま
し
た
。

「
地
・
花
の
朝
H
中
学
に
は
い
い
選
千
も

い
ま
す
し
、
米
年
の
新
入
部
員
次
第
で
は

m
t
J
寸
聞
出
場
も
決
し
て
速
い
が
で
は
な

い

と
思
っ
て
い
ま
す
」

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
二
十
年
前
の
豆
、
名

門
富
山
商
業
の
セ
カ
ン
ド
と
し
て
、
あ
こ

が
れ
の
甲
子
凶
の
土
を
踏
ん
だ
竹
谷
監
軒
、

今
度
は
送
予
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
二
度
自

の
甲
子
園
を
目
指
し
ま
す
。

1協
議

人ぜ
ん
ゆ

G)@J@ 
ん小 九

百B夫在 回
エ妻池 土色

~~究悠？
苫 男 里 十

足徹太た
17 紹〈
思美ん
5 さ

ポ~物

オケ愛好会

図
I ＇..，｛図
図
固

い図

｜

｜
ふ
る
さ
と
を
紹
介
し
て
く
だ

．‘、

。

，，、・
ab’

長
井

兵
庫
県
の
淡
路
町
で
す
。

明
石
地
か
ら
辿
絡
船
で
約
十
分
、

そ
の
名
の
と
お
リ
淡
路
島
に
あ
る

町
で
、
人
日
は
約
八
千
人
。
漉
宵

也

・
渡
瀬
川
一
彦
さ
ん
兄
弟
の
出
身

地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
、

小向
あ
り

山
あ
り
の
住
み
や
す
い

と
こ
ろ
で

す
。
平
成
十
年
に
は
、
世
界
松
長

の
橋
と
い
わ
れ
る
「
明
石
海

峡
大
柿
」
も
完
成
す
る
子
定

と
か
。
朝
日
町
の
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
み
て
く
だ

，‘ー、

。

J
c
b
 

｜
｜
朝
日
町
で
の
生
活
は
い

か
が
で
す
か
？

長
井

こ
ち
ら
に
来
て

1
一

年
。
初
め
の
こ
ろ
は
省
が
恐

湯島香奈さん（2場 栄 町）

一一 ブチ・ユジマ店長 一一

－
ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

。

兵
庫
県
淡
路
町

笹

川長

井

由

紀

美
さ
ん

ろ
し
く
て
外
に
出
る
の
も
お
っ
く

う
で
し
た
が
、
今
で
は
す
っ
か
リ

慣
れ
ま
し
た
。
ケ
ン
カ
し
て
い
る

よ
う
に
聞
こ
え
た
話
誕
も
何
と
か

大
丈
夫
。
た
だ
、
家
で
は
現

f
で

関
西
弁
を
使
っ
て
い
ま
す
が
開
。

ご
近
所
の
万
々
に
も
槻
切
に
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
自
然
と
人
的

味
あ
ふ
れ
る
こ
ち
ら
の
生
活
に
は

十
分
満
足
し
て
い
ま
す
。

｜
｜
町
に
望
む
こ
と
は
？

長
井

町
払
向
身
、
社
交
的
な
タ
イ

プ
で
、
お
友
達
に
も
必
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
子
供
た
ち
の
た
め
の
公

凶
が
も
っ
と
あ

っ
て
い
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
糊
わ
く
ば
、
町
外

へ
の
人
口
の
流
出
に
前
汁
め
を
か

け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

草を告かぎれば本も茂らず まわリを取り凶んて’いる鉾小の隊悦取リ除かないと．目ぎす大挙i；成就しないというニと。
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み
ん
な
の
ペ
ー
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地震の避鍛訓練をしました（犬家庄保育所）
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Y
〈ん

「
Y
く
ん
ち
の
テ
レ
ビ
に
ね

お
い
し
い
お
い
し
い
ご
ち
そ

、
つ
の
テ
レ
ビ
入
っ
た
が
」

全
員
「
ふ
ー
ん
、
食
べ
て
み
た
か

っ
た
つ
・
」

保
母

「
Y
ち
ゃ
ん
、
食
べ
て
み
れ

ば
よ
か
っ
た
ね
」

Y
〈ん

「
W
eフ
ス
破
っ
て
つ
・
」

〔
傷
つ
く
）
〈3
境
）

（
給
食
時
間
中
の
お
し
ゃ
べ
り
）

何
ち
ゃん
「
男
の
人
が
手
ぁ
、
女
の
人

に
ひ
ど
い
こ
と
言
っ
た
ら
、

女
の
人
っ
て
傷
つ
く
が
や
っ

そ
ね
」

保
母
「
だ
れ
に
教
え
で
も
ら
っ
た

のつ・」

何
ちゃん「
だ
っ
て
、

パ
パ
・
言
、
っ
と
っ

.A.KONATSU(l6) 

←B ~－C3哨
...きらら（II)

鼻

血〕
｛5
費）

た
よ
」

...雪(14)

広
報
ク
イ
ズ

〔問
題
〕

①
「
奥
き
ま
工
場
見
学
」
か
行
わ
れ

た
の
は
8
月
の
何
日
？

＠
4

日

⑮

日

日

。

月

日

②
．山T
成

5
年
度
の
町
政
功
労
表
向
仰
を

受
け
ら
れ
た
の
は
何
人
？

＠
5
人

⑮

7
人

0
9人

③
「
金
一
回
一ビ
ー
チ
ポ
ー
ル
脱
抜
大
会
」

は
今
年
で
判
例

M
？

＠
5
回

⑮
8
向

。

印

刷

（
応
募
方
法
）

会
は
が
き
に
終
え
の
記
号
、
U
U
所、

氏
名
、
年
齢
を
K
M
い
て
9
川
日

uま

で

（
角
川
消
印
布
効
）
に
削

n町
役

場
総
務
諜
総
代
川
広
報
係

（〒
蜘
｜
抑

制
口
町
辺
ド
1
1
3
3
）
へ
送
勺
て

く
だ
さ
い
。
抽
選
で
3
人
に
テ
レ
ホ

ン
カ

l
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

会
前
凶
の
当
選
者
は
、
倍
ー
さ
ん
、
ト

マ
ト
り
さ
ん
、
キ
テ
ィ
ー
さ
ん
で
し

た。

な
お
、
今
月
は
投
稿
者
多
数
の

た
め
、
イ
ラ
ス
ト
掲
載
は
ク
イ
ズ
正

解
者
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

（
空
箱
を
使
っ
た
遊
び
を
す
る
の

に
保
母
が
持
っ
て
き
た
久
き
な
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
の
空
箱
を
み
て
）

附
く
ん
「
先
生
、

い
っ
ぱ
い
今
ヨ
コ

レ
ー
ト
食
べ
る
と
鼻
血
出
る

V
4
F

」

保
母
『
先
生
、
一
人
で
食
べ
た
ら

お
い
し
か
っ
た
よ
｜
」
（
少

し
オ
ー
バ
ー
に
言
う
と
）

何
〈
ん
「
先
生
、
絶
、
対
に
鼻
血
出
て

止
ま
ら
ん
が
に
な
る
わ
．
僕
、

い
つ
も
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
言
わ

れ
る
も
ん
」

〔
ご
ち
そ
う
）
（3
歳
児
）

テ
レ
ビ
に
コ

K
く
ん
「
僕
ち
の
ね
、

ボ
ち
ゃ
ん
入
っ
た
よ
」

何
く
ん
「
僕
ち
、

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
入

っ
た
が
や
っ
そ
」

~ II< 

場1· r~~ 1
うの． .. ’ 荷

...キティー(11)

6月18日の内閣不信任決議

案の可決，そして 7月18日の

総選挙。与野党逆転の問民審

判が下 り， 8月9日には細川

新内閣が誕生しました。

景気の回復やコメの「例外

なき関税化」受け入れ問地な

ど，難聞が山械するなか，こ

れらにどう対処していくのか。

先行きがやや不透明とはいえ，

新内閣の動きに注口していき

たいと思っています。

北海道南丙沖地震に続き，

九州地方の大雨による大被害，

さらにはグアム品でのマクeニ

チュード 8の大地道など，連

日のようにマスコ ミからは暗

いニュースが流れてきます。

そして，昨夜は台風7すの

接近。消防団の方々に町内の

巡回をお願いしましたが，幸

い町には被ちがなくホッとし

ています。しかし，被災地の

方々のことを考えると胸が痛

む思いです。

日本拠地誕が起きるかどう

かわかりませんが， r災害は忘

れたころにやってくる』のこ

とわざもあります。町民各位

には，日ごろから防災意識を

持っていただくようお願いい

たします。

さて，~も残りわずか，町

では北｜撞新幹線の培」こや北陸

自動単道凶車線化の着工認可．

朝日大山総の起工式などの事

業が進められる予定です。

( 8月II日記）

企虎王（12)

i..崎山凶作択 （ 
, ..........ιWrtlえεr l J 

誌は臨時l事 vo1，のまのL青－l:' ー＼可ず
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人13:ょu人穴偶者のあI孟1i1i1t必ず ,,..-l( ,) 

企図島昭字｛？）

－
平
成

5
年
9
月
号
。

考援で読の議を打つ…親孝行を説〈経巻で税をなぐるe 言う こととするニとが違っていることのたとム

⑮ 

旅行の食となる . ~さのしのぎ，縫参に便利で

独居の友と なるといすこと。

請に干の議あIJ..... i!!JにIi十の恩恵がある。すなわち，百薬の長である．延命長与をもたらす．

ある.fl:いを忘れさせる．位無くて貴人と交わる．労苦をI{やしてくれる．万人と相会できる．



k担~！.~），主りz:医療の現場から
平成5年度

Lふ j

j哲ヲ管曹~~~~~；晴れの表彰を受けられだ皆さん。在から永井浩さん，エ居清江さん，大平町議会議長，魚津町長，
河村誠ーさん，大湊清ーさん，酒井普賢さん（山田盛信さん，水島二三子さん13:欠席）

て

朝日町の発足記怠日である8月18，役場4階大ホールで，平

成5年度の町政功労表彰式ガ行われました。

今回は，地方自治，突通安全，環涜厚生，教育文化にそれぞれ

功労のあったア人の方々が表彰を受けました。

か
ら
平
成
5
年
3
月
ま
で
制
日
間

交
通
指
導
員
と
し
て
地
域
の
交
通

安
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
交
通

安
全
思
想
の
普
及
啓
壌
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

え

水

島

二

三

子

高

歳

・
宮
崎
）

Tこ

水
由
一
例
さ
ん
は
、
昭
和
臼
年
ロ
月

か
ら
平
成

4
年
日
月
ま
で
民
生
委

員
、
児
童
委
員
と
し
て
援
護
を
必

要
と
す
る
人
に
対
し
、
献
身
的
な

活
動
を
さ
れ
、
地
域
偏
祉
の
向
上

に
民
献
さ
れ
ま
し
た
。

rこを功績

j可
ネサ

誠
一

（的
歳

泊
三
区
）

川
村
さ
ん
は
、
附
和
目
立
平
山
片

か
ら
平
成

4
年

H
Hま
で
い
民
生
委

員
、
児
童
委
員
と
し
て
援
認
を
必

要
と
す
る
人
に
対
し
、
献
身
的
な

活
動
を
さ
れ
、
地
域
福
祉
の
向
上

に
．寅
献
さ
れ
ま
し
た
。

下t~ 
野の芸
真ま重
由ゅ民
美み界
医
師

不整脈

酒
井

全
国
高
専
体
育
大
会

（
%
出
版
県

立
武
道
館
）

・
砲
丸
投

1
位
字
国
浩
記

・
同

盤
投
1
位
字
田
浩
記

平
成
5
年
度
第
M
回
北
信
越
中
学

校
総
合
競
技
大
会

（
%
金
沢
市
）

．
柔
道
男
子
持
同
超
級
3
位
山
田

光
仁

・
陸
上
男
子
三
種
競
技
A

3
位
松
本
降
脊

平
成
5
年
度
県
選
手
権
大
会

（
%

治
、
一泊
、
治
）

。
団
体
の
部

v
陸
上
男
子
2
位

。
側
人
の
部

v
柔
道
男
子
市
匂

起
級
1
佐
山
日
光
仁
花
見
級
3

佐
南
保
俊
輔

v
柔
道
女
子
白
川
昭

級
2
位
北
山
昌
代
目
同
級
3
位

河
端
裕
美
日
比
超
級
3
位
堀
内

純
香

v
陸
上
男
子
側
M
2
位
大

背

康

夫

側

M
l
位
後
藤
友
宏

3
0
0
0
M
3
佐
井
武
・
彦
棒
高

跳
2
位
田
中
孝
明
三
種
競
技
A

1
位
松
本
隆
寿

v
陸
上
女
子
鵬

集

（
加
歳
・
山
崎
）

澗
井
さ
ん
は
、
昭
和
灯
年
7
月

か
ら
昭
和
日
年
7
月
ま
で
と
昭
和

日
年
7
月
か
ら
平
成
5
年
7
月
ま

で
朝
日
町
農
業
委
員
会
委
員
、
平

成
2
年
7
月
か
ら
平
成
5
年

7
月

の
問
は
問
委
員
会
会
長
と
し
て
、

朝
日
町
の
農
地
の
移
動
や
転
用
、

利
用
の
調
整
な
ど
を
通
し
て
、
農

業
の
振
興

・
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

大
潰：

土ヨ匡
2同

（
花
歳

・
宮
崎
）

大
一
括
さ
ん
は
、
昭
和
日
年
7
月

か
ら
平
成
5
年
7
月
ま
で
朝
日
町

農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、
朝
日

町
の
農
地
の
移
動
や
転
用
、
利
用

の
調
整
な
ど
を
通
し
て
、
農
業
の

振
興
・発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

山
田

盛

信

（日
歳
・
五
箇
庄
）

山
田
さ
ん
は
、
昭
和
必
年
9
月

土
居

清

江

（防
歳
・
泊
二
区
）

夏の高校野球
富山大会

泊
高
校
野
球
部

M
年
振
り
に

ベ
ス
ト
8
進
出

土
属
さ
ん
は
、
昭
和
回
年
ロ
月

か
ら
平
成
4
年
日
月
ま
で
い
民
生
委

員
、
児
章
一
委
一員
と
し
て
援
護
を
必

要
と
す
る
人
に
対
し
、
献
身
的
な

活
動
を
さ
れ
、
地
域
福
祉
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

第
何
回
全
国
高
校
野
球
富
山
大

会
で
、
地
元
泊
高
校
野
球
部
が
昭

〕

不強脈にはいろいろな種類

のものがあります。大きく分

けて心臓は上部の心房と下部

め心房に別れますが，不整脈

が心臓のどこから出ているか

により不強脈の種類が巽なり，

その詑状もいろいろです。脈

の抜ける感じゃドキドキする

感じを認めることが症状とし

て多いですが， ときにはめま

いや血圧が下がることによる

脱力感，失神発作等を認める

こともあります。また，不整

脈の出る部位や桜度により経

過や治療法も異なります。

不都脈の検査としてはホル

タ一心電図があります。24時

間装置を装若し，記鈷された

テープを詞生して心電図の変

化を評価するものです。装着

中は普段と同様に行動してい

ただいて結構です し， 馳眠中

も心電図は記録されています。

近年，突然死が話題になっ

ていますが，その即、凶の一つに

不務脈があります。しかし，不

整脈も原因がある場合にはそ

れを治療し，また治療薬を内服

することにより突然死をある

程度予防することができます。
ど今

脈の抜ける感じゃ動1零，め

まい等の症状があったらぜひ

検査をお勧めします。不整脈

によるいろいろな症状を取り

除くのに少しでもお役に立て

ればと思っております。

永
井

浩

（印
歳
・
玄
箇
庄
）

水
井
さ
ん
は
、
昭
和
灯
年
8
月

か
ら
附
利
回
年
3
月
ま
で
片
山
児

輩
ク
ラ
ブ
指
導
者
、
昭
和

ω年
4

月
か
ら
昭
和
回
年
3
月
ま
で
朝
日

町
児
童
ク
ラ
ブ
述
合
会
副
会
長
、

昭
和
同
年
4
月
か
ら
平
成
5
年
3

月
ま
で
同
連
合
会
長
と
し
て
、
児

童
の
健
全
育
成
と
児
童
ク
ラ
ブ
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

（敬
称
略
）

－
町
政
功
労
表
彰

⑪

M
H
1位
折
谷
春
佳
三
種
競
技
A

l
位
山
本
晃
世
三
桂
競
技
B
1

位
折
谷
春
佳

柔
道
県
選
手
権
兼
県
体
競
技
会
（弘

山
市
営
高
阿
武
道
館
）

－
成
年
女
子
山
∞
同
級
1
位
小
林
芳

全
国
小
学
生
陸
上
大
会
県
予
選
（vm

県
営
陸
上
競
技
場
）

・
女
子
m
M
H
3
位
清
水
麻
珠

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会

（
%
朝
日
町
総
合

体
育
館
）

－
男
子
1
位
宮
崎

・
女
子
l
位

瓦
筒
庄

第
羽
田
町
民
野
球
大
会

（
%
町
民

総
合
グ
ラ
ン
ド
）

－
位
南
保

2
位
泊
2
区

第
犯
田
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
%
小
丸
山
グ
ラ
ン
ド
）

l
位
山
崎
A

2

位
境

第
6
田
町
民
ゲ

l
ト
ボ
l
ル
大
会

（
弘
海
浜
公
園
）

l
位
的

2
区
A

2
位
宵
崎
A

－
 一催一開
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一年
一A
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第10回

全国ビーデit¥-JIJ
競技大会

；？＇~L I、和
己4量当答.；，.i-；・、 8 24 

A高商戦終7後，ベンチ前に整列しだ部員の皆さん 進年
出 以

を来
のた岡々コ 1すでに 2 で富が会を 果
－~·· も商決 I 5 も 11回 下 山 出 に か 夏 た 44
をの業勝ルと 富 対 戦 し 高 場 は け の し 年
践のにで 卜 、iJJ 4 でヰ校 。 、た叩ま振
し、敗 は勝そ街、水？~I を 1 県今子し 1)
ヂ米れ強ちれ 船 3 橋町J 10囲内 年 間 ！ た に
上：年は豪 。ぞに間需jf父対戦 49のドi・'
九へ し 高 司I＼れ 12戦校は 9 で校大場 ス

－
平
成

5
年
9
月
号

⑪

自平にして議わず ・四十歳になって，道理も明らかにな ＇）＇人生の問題に惑う ことがなくなったという意味。礼子の言ったこと｛;t.'.水鏡の火......自然と自分の欠点；を気づかせ，反省を促してくれるような人c 知識や能行において人の悦範となる人をいう。



。朝日町社会福祉協誠会は，

皆さんと共に地域の福祉向

上を目指す得祉団体です。

・場所

朝日町福祉セ ンター内

ft83-0576 

家
庭
で
の
介
護
法
を
勉
強

｜
｜
寝
た
き
り
老
人
ゼ
口
キ
ャ
ラ
バ
ン
ー
ー

。oH丹
氏
u
日
川
、

｜

ル

「
ア
ゼ
リ
ア
」

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ

で

J
U似
た

寝た； ＇老人ぜwキャラバン
l"il ·~ ＂＇＜！－－＂＇·~叫いド S削M 削»•it·・柿，.，，，’・

朝

日

町

職

員

以
昨
に
生
ま
れ
た
人
。

応
募
手
続
き

申
込
用
紙
に
所
定
め
事
項
を
記

入
し
、
履
歴
書
及
ひ
免
許
め
い
与
し

を
添
え
て
役
場
総
務
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

受
付
け
期
間

平
成

5
年

9
月
l
H
附
か
ら
9

月
初

u
mま
で
。

詳
し
く
は
役
場
総
務
課
人
中
係

｛
宮
内
線
2
0
7
）

へ
。

あ
さ
ひ
総
合
病
院
に
勤
務
す
る

薬
剤
師
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員

l
名

応
募
資
格

薬
剤
師
の
免
許
を
有
す
る
か
、

平
成

6
年

6
月
ま
で
に
取
得
見
込

み
の
人
で
、
昭
和
犯
年
4
月

2
H

平成 5年9月分

！受理
賃 金 性別

車工業場所 採用 資絡経験
求人職穆 t手書者

休 日 人数 免 Z午司事番号 同

20才～
男

朝日町平柳 不問
守 術 係 55才

176,700 
年104日 不問

I-卜ー・回目

朝日町月 山 不問18才ー 145,000-
男 2 2 重曜かんエ 45才 250,000 日祝飽． 年87日 見習可

3 18才～ 185,000～ 
男

朝日町一牧権
2 高普絞通卒免業許程度工程管理責任者 40才 215,000 日. 4遷 S休

4 18才ー 120,000～ 
男

朝日町；a
2 普高校通卒免業許許己同 築 40才 280,000 日祝，第 2土曜

5 20才『 180,000-
男

朝日町一枚僑
2 不問

運 転 手 50才 260,000 日祝他，会社指定 大型又（;t小型

6 55才～ 125,000～ 
男

朝日町月山 不問
梱包 ・雑役 60才 150,000 日祝．月 2白土曜 不問

7 18才ー 120,000～ 
女

朝日町下野
2 不問

金属製品加工
60才 200,000 臼祝他 特になし

8 18才～ 120,000～ 
女

朝日町大家庄
5 

不問
組立スタッフ 50：才 122,400 日祝．月 l回土縫 特になし

9 18才ー 128,000-。女
朝日町泊 2 不問販売スタッフ

45才 135,00 4週6休 不問

10 電盆， 員 IS::t- 125,000-。女
朝日町泊 3 不問販 フE 40才 185,00 会社指定日 不問

くら しの情報

ホット求人情報

賛
助
会
員
加
入
状
況

た
だ
い
ま
仇
杯
出
し
て
お
り
ま
す
川

社
協
の
れ
助
会
日
に
次
の
方
々
か
ら

加
入
巾
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

新
川
訓
、
新
回
ま
さ
チ
、
山
仏
出
顕

品
刀
．
広
川
紀
美
チ
、
柏
木
村
次
、

仙

本
す
み
、
坂
口
斉
、
松
下
鋭
、

川
上小

武
雄
、
沢
図
・
水
作
、
中
嶋
時
雄
、
中

嶋
清
枝
、
西
回
常
義
、
狩
谷
進
、
河

村
議
一
、
狩
谷
文
チ
、
狩
谷
常
正
、

西
村
美
刷
、
狩
谷
政
卒
、
狩
谷
点
刑
也

子
、
軍
国
隆
司
、
重
田
春
江
、
西
村

元
成
、
西
村
吉
英
、
西
村
敦
子
、
荒

昆
忍
、
荒
尾
和
歌
，
，
T
、
古
井
龍
夫
、

長
井
瓶
二
．
長
井
a

仁
川
宜
、
岡
村
必
、

企
小
野
慾
治
、
水
野
堆
子
、
水
野
す
み

子
、
沢

ω輝
雄
、
沢
岡
和
チ
、
中
’
防

相
雄
、
中
山
武
子
、
中
品
川
氏
、

ωけ

u

h

似
品
旬
、
谷
川
紀

f
、
谷
川
く
さ
、川川

凶
則
彦
、
山
川
陽

f
、
中
山
み
よ
し
、

谷
口
芳
男
、
谷
口
広

f
、
古
品
か
つ

え
、
川
原
忠
ノ
上
、
扇
子
勝
治
、
背
山
川

札
「
、

H
け
仏
末
次
、
仙
取
引
H

宍
打
、
川

仏
静
イ
‘
仙
名
．
h
A
n
f、
仙
名
由
化

虫
、
大
半
正
、
草
野
弘
、
比
日
中
野
悦
子
、

［巡回無料法律相談

富山県弁d護士協会，法律扶助

協会富山県支部では， ；）.；のとお

り無料法律相談を行います。

。日時 lOJJ 5日（刈午後 1附よ

り午後 4時まで

。会場 制El町悩祉センタ－

O担当 品谷武宏、弁護士

て： r~巨人情報ー質表Jt.ニ・利朗下卓い ｛商工観光i霊力つン？ーに展示）

合〈 わしいニtii. 司i鴻公共儀費安定所朝日分~ !tSZ-0198へ釘問い合わせくださいー

。期

。会

絵画 ・呂 ・彫刻 ・工芸 ・写真

10月22口樹～24日日）

コミュニティ・ホール「アゼリア」

第14回

羽目[ill]詩句昌

間

場

r~ 。部

N
H
K
学
園
専
攻
科
「
社

会
福
祉
コ
l
ス
」学
生

N
H
K
字
国
で
は

テ
ィ

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
を

H

的
と
し
て
次
の
と
お
り
専
攻
科
｛
社

会
制
社
コ
ー
ス
）
の
学
中
を
募
集

し
て
い
ま
す

i

募
集
期
限

山
片

5
H

入
学
資
格

出
校
卒
業
以
上

こ
の
コ

l
ス
は

2
年
間
の
学
習

で
「
N
H
K
学
国
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」の
認
定
資
格
が
科
ら
れ
ま
す
。

コ

ニL

ありがとう

あたたかいi急

~‘ 
当面 ＠ 籾日時窓銀行

山
悦
川
常
三
、
大
和
方
雄
、
土
井
嘉
夫
、

横
田
晶
子
、
草
野
時
盛
、
平
野
昭
二
、

大
平
久
喜
、
若
林
進
、
工
藤
順
一

、

大
平
半
次
、
山
崎
義
時
、
尾
崎
笠
吉
、

尼
崎
す
み
、
尼
崎
三
郎
、
尾
崎
美
津

チ
、
本
間
ハ
ル
エ
、
太
平
勝
次
、
野

末
終
二
、
野
末
す
み
了
、
野
末
み
の

る
、
大
平
方
造
、
太
平
か
ね
．

八
木

仙
之
助
、

よ
比

一
男
、
上
杉
丸
子
、

μ軒
久
一－
1

・公
軒
下
飢

f
、
山
崎
龍

太
郎
、
山
崎
節
，
，
T
、
小
校
行
線
、
小

伶
み
わ

f
、
大
久
保
智
子
、
寺
崎
三

郎
、
守
崎
愛
子
、
水
野
敏
、
長
井
文

人
、
山
市
林
政
、
拙
・
本
文
次
、
大
井
久

和
、
魚
津
博
文
、
尾
崎
務
、
高
桜
龍

一
、
松
下
明
邸
内
、
松
田
正
夫
、
畠
山

文
子
、
尾
崎
法
、

草
野
泊
、
星
野
美

川灯
、
伊
藤
好
夫
、
熊
合
実
、
長
津
稔
、

田
明
友
城
、
中
島
栄
子
、
山
崎
幸
義
、

前
川
弘
、
今
泉
ゆ
み
〆
丁
、
松
原
徹
、

安
達
政
吉
、
安
達
百
ム
ロ

f
、
小
杉
義

彦
、
問
中
み
か

f
、
後
・
繰
か
よ
、
後

総
消
附
、
肘
泌
久
山
明
、
屈
抜
幸
チ
、

問
問
柑
久
、
凶
回
文
子
、
亀
谷
孝
、

亀
谷
市
子
、
湯
島
保

一
、
泌
島
恵
美

チ
．
大
川
H
克
二
、
小
沢
栄

一
、
永
井

高綬生以上の町内在住者，勤務者また

は出身者であればどなたでも可。

10月15日樹

応募要項は，ふるさと美術館，役場受

付け，教育委員会，アスカインフォメ

ーション，各震；漁協にあります。

ふるさと美術館（宮82-0094)

。応募資格

。応募期限

。問合せ

詳
し
い
案
内
書
（
無
料
）
を
希

望
の
方
は
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
に
明

記
の
う
え
、

一T
附
｜
削
東
京
都
国

丘
山
両
士
見
台

2
｜
お

N
H
K
学

附

8
E
臼
係
へ
約
求
を
。

町
営
住
宅
入
居
者

地
ヶ
丘
団
地
と
向
脇
町
団
地
の

入
居
者
を
拡
集
し
ま
す
。

募
集
戸
数

入
居
期
日

募
集
期
間

4
戸ω月

1
日

9
月
山
日
か
ら
初
日

魚~It桁明さん。荒川14Tfl 朝日町小中学校美術展同時開催

－
ふ
く
し
の
窓

＠

から亡父f討さんが生時ljお世

話iになったお札として

100, OOOJlJ 

0南保婦人会さんからリサイ

クル収益金の－rns
10 ,OOOITJ 

0桜IBJ JH・貝初枝さんから亡

母ふなさんが生1iijお世話に

なったお＋しとして

一
美
、
上
住
辰
義
、
よ
a
防
常
三
、
松

本
久
栄
、
水
野
正
博
、
山
田
大
、
福

地
輩
、
西
村
幸
子
、
斎
藤
俊
雄
、
斎

藤
桂
子
、
水
野
正
雄
、
伊
東
正
一

、

山
崎
久
徳
、
・
ぶ
川
よれ
刷
、

広
川
和
江
、

市
東
博
吋
、
愛
場
内
、
日
波
久

一
‘

大
村
光
部
、
巾
村
拝
消
、
上
針
卒
、

台
江
徳
久
、
弥
忠
田
賞
、
ぷ
ぃ
米叫
明美、

川
端
久
瓜
、
川
端
さ
み
〆
寸
、
州
川
年

川
内
、
問
問
山

f
、
制
．
P
敏
光
、
湘
．
F

久
子
、
か
政
荘
、
井
ト
シ
エ
、
副
都

慶
A
円
、
市
部
じ
ゅ
ん
千、

．凶
附
郎

一
、

勝
回
達
夫
、
勝
図
的

f
、
下

m和
弘
、

南
部
純
英
、
佐
々
木
次
郎
、
仏
々
木

良
作
、
佐
々
木
郷
子
、
民
間
栄
作
、

堀
地
哲
栄
、
沼
地
と
み
、
谷
ヨ
シ
エ
、

谷
清
、
谷
京
J
T
、
大
背
健
治
、
米
丘

博
、
平
津
滋
康
、
白
川
沖
ま
す
え
、
入

江
由
松
、
長
崎
伸
、
長
崎
明
チ
、
魚

津
進
、
魚
沖
洋
子
、
米
丘
ひ
と
み
、

河
部
栄
司
、
河
部
開
…
，
十
、
平
田
隆
俊
、

柚
木
杯
一
二
、
柏
木
進
、
寺

m泊
、
午

出
歌
英
チ
、
土
井
忠
良
、
わ
文
雄
、

山
子
政
雄
、
山
手
三
代
子
、
脳
波
下

育
郎
、
居
波
映
ιJ

以
上
個
人
加
名

川
口

（
8
月

ω
H
aね）

一
｝

一
免
除
を
受
け
た

「
い
」
保
験
料
は

工
品
一

追
納
で
き
ま
す

「引
バ
」

同

氏

年
金
で
は
、
生
前

日

同
」
保
護
を
受
け
て
い
た
リ
、

一
金

一
所
得
が
低
〈
努
力
し
て
も

コ
引

」
な
お
保
険
料
を
納
め
ら
れ

口

問
」
な
い
人
の
た
め
に
、
保
険

料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年

金
を
受
給
す
る
と
き
に
は
、
免
除

を
受
け
た
期
間
は
三
分
の

一
に
減

額
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
少
し
で
も
満
額
の
年

金
に
近
づ
け
る
た
め
に
、
免
除
を

受
け
た
期
間
に
つ

い
て
は
、
十
年

前
ま
で
の
も
の
に
限

っ
て
、
あ
と

か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
保
険
料
の
追
納
と
よ
ん

で
い
ま
す
。
迫
納
す
る
場
合
の
保

険
料
は
、
免
除
を
受
け
た
当
時
の

保
険
料
に
、
そ
の
後
の
経
過
年
数

に
応
じ
て
一
定
制
が
加
算
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
追
納
は
納
め
る
期
間
の

占
い

H
分
か
ら
順
に
納
め
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
写
生
の
削
に
免
除

を
受
け
た
人
も
同
機
で
す
。
就
職

等
に
よ
り
収
入
を
得
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

－
平
成

5
年
9
月
号

＠ 100, OOOPl 

静半の高iま誌の静にあらず・・ 静中の静：まま ことの織ではなく ，動，，，川仁そがまこと の勢であるs あわただしく忙しい中にあってニそ‘かえ

って心の平殺を1iたねlまならないという意味。
側隠の’心は写の織なり・・…・人の不幸を見てあわれみいたわしく思うのは人聞として当然の心で．これを索也に表すことが，やがて仁をなす芳生
えとなるの意。



－
あ
し
ら
せ
か
わ
ら
版

⑪

ま
で

問
合
せ

家
れ
や
人
肘
資
柏
、
中

し
込
み
卜刀
法
な
ど
に
つ
い
て
は
役

場
建
設
課

｛
宮
内
線

2
1
8
）
へ

聞
い
什
わ
せ
を
。

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

日
時

9
月
か
ら
平
成

6
年

2
月

ま
で
の
第
2
・
4
土
曜
日
（
計

ω

回
）

の
午
後
l
時
ぬ
分
か
ら

3
時

初
分
ま
で

場
所

生
雌
平
山
中
川
館

講
師

京
岱
順
子
氏

定
員

同
名

（定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
用
具
、

村
料
費
は
自
己
負
担
）

申
込
み

生
涯
学
溜
館

（
E
m
l

1
2
9
4
）

へ
。

9
月
8
日
附
か

ら
受
け
付
け
ま
す
。

9
月
刊
日
ま
で

農

振

除

外

申

請

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
区

域
で
は
、
優
良
農
地
を
保
全
す
る

立
場
か
ら
開
発
が
規
制
さ
れ
て
い

愛
の
献
血

ご協力ありがとうございました。

協力者名（7月実施分、AM印

は棚川、※印は成分、その他

は捌叫献血者）

境地区会水島孝介食水島瓦十

英、水島和博宮崎地区会宮

川八秋公波間教子、小森匠一、

前川仁義、三浦千代菩笹川

地区会折谷光平会小林雅絡※

旧制内英顕泊地区AH寺崎久了

食中崎昭彦食栴湾雅一女削井

正義会北山健一会石沢佳紅会

長谷宏公平崎加代了会八木修

女出針敏之会池田宏文公平肝

消彦※湖沼路子※竹内究孝※

名取賞※室愛車※野口泰幸※

水野弘※柚木一判一志、大門順子、

町の工事発注状況 M 
ーニのコーナーは町が入札を行ったものを総裁していますー < H5. 7.1～7 .31> 

コこ 毒事 *・ 場所 予5こ定1，）と ~ 古J~ 主長 者 HI. 当 ；:JI~

Lll村活性由化林道事業
』'I

有限会社 民主 十本
林道上の山線開設工事

宮崎 12月 22.351.000 
7可内剥l 1J<1!1iil県

総合引林業構線造改稗41.~匙 笹川｜ 12月 22,454,000 竹内最ll
J;!J; 林

林道四念谷 間君主工事 ;J<1J.li課

凶体1~マ林道舗装総i事（笹業川 /I 9月 5,356.000 ノト川鍾！~.生：r. Ji.品キ＊
林巡鳥中日子山 lユ二区）ユ：.;Ji 業株式会社 水戸I三課

進交通安全施設後備事業 仲間町 8月 1,026. 910 妹交通企凶i処d止ま東
路照明員9:誼工務 式 会 主I:

朝日町立さみさと小学校車！？築事業 ilrn店 ~ 年月 1.519.250.000 It事工車・干‘干産主
教1安H会fl 

建築主体工事 荷主｝ム輯也.Jtf.ll~、車体

朝日町立さみさと小学校新袋~f]•;j主
/I 

7年 243,080,000 ~凶電気尚会 数 ff
電気設備工事 9月 t:' J~ 公

事~B 町立給さ排み水さ衛と生小設三f：備校新築誌がtJ：~~ II ~ 年月 222,480,000 勝進Ill工業ill・4時事
教会u 育会宝剣－ .T JI...［生1者Jlil•i企重体

iEi務総t量級持参業官事町コ道ご内町3号線他2路線 it§陪T 8月 2, 121.800 洲本主ll 他殺~
道路11!リ機等改 .qi. 

l県島i治山本業
山崎 9月 2,811.900 冶r11民 会 tJ: JJ.!J: 十4

山崎支t戸谷水路工事 大森建設 水産課

林業集t来落定住基量産主在備がま捻 笹川 8丹 3,244.500 
折谷挫設側 1；~ H 

/ffl(蔵 路在約百L水工務 安；Lil営業1iJi- 水戸7~諜

臨時道交付金事業 Z宇野 8月 10,506.000 小川，建設i
処J立諜

阿 川仕鉄工団地総！'i:ni袋工事 業 株式会社

持L!Ii土地改良繁官官事業
長曹T 9 l"J 4,841,000 

小川泌設こI. 伐材、
長野地区皮ill舗装工都 業株式会社 ノt<.117':；効i

li~i；伶集務センター
、‘

株式会社 J／~件集i五
ボイラー取替工芸ド

i1h谷町 7月 2,472.000 
j喜朗了.~長＂ji｝十 七ンター

あさひ総合病院エッ 7ス線テレヒ：~u哲設
弥生町 9舟 12,669,000 株式会社 あ さひ

及び中排除受付オーブンカウ／ターftT:f. in木 工 所 総合病院

県単土地改良重ま備4.i· ~長
東草野 JO月 8, 961.000 小川怨設工

/:;}, """ 
東草壁f線舗装工.<f. 業株式会社 ノド時fL採

林業集落鹿定住島差是~主戦1iiii<!l.i·業 '8°1崎 11月 17,510,000 ｛紛河内ill・竹内 E是キ4ド
聞ji萱Z宮崎 線改良工.：.］•； 組共同企業体 水産課

Jt教関ゾーン主計務事業 南保占車 10月 28.531.000 銭s:~~工草世相 企日i!1j
公土木工事（その l) 附本掘りti司企業体 約千故三米

店t身i林道関2空事業
1乞~ 1 1月 6,077,000 小HI処設立； 決材、

林道花房熊坂線開設エギ 業株式会社 ＊是正淑

交通安i*Ji全iヒ総設主主備事E宣業 山崎 9月 4,861.600 長業谷建設工 ，注設課
湯ノ 文総鮮~l上告電工4~ 株式会社

ま
す
。

そ
の
た
め
、
民
地
を
宅
地
等
に

転
用
す
る
場
合
は
、
事
前
に
農
業

振
興
地
域
の
農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
出
叩
詰
を
行
い

、
県
の
認
可
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

除
外
申
請
を
行
う
人
は
、

9
月

口
日
ま
で
に
「
除
外
願
い
」
を
役

場
農
林
水
産
課
農
業
水
産
係
に
捷

出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
農
用
地
区
域
の
場
所
〉

ほ
場
挺
備
が
完
了
し
た
と
こ
ろ

及
び
工
事
中
、
あ
る
い
は
計
画
の

あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

申
請
手
続
き
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
役
場
農
林
水
産
諜
農
業
水
産

係
（
宮
内
線
2
1
4
ま
た
は

2
3

0
）
へ
問
い
合
せ
を
。

｜公図の両豆l
法務局では平成5年10月1

日から公閃の1"111覧について手

数料が必要となります。

手数料は公凶l枚につき400

同です。手数料は登記印紙で

納めてください。

富山地方法務局

松
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政
義
、
上
出
忠
美
子
、
問
品

淑
子
、
中
陣
ト
シ
エ
、
福
島
み
ゑ

子
、
平
柳
幸
子
、
梅
沢
よ
し
子
、

野
田
一
枝
、
水
島
功
町
長
治
、
回
出
版

道
子
、
制
問
正
降
、
山
手
正
、
加

藤
久
美
子
、
田
中
良
子
、
酒
井
靖

之
、
森
野
め
ぐ
み
、
魚
住
直
子
、

古
市
ル
リ
子
、
水
品
あ
ゆ
み
、
水

品
由
紀
子
、
魚
住
真
由
美
、
藤
以

登
、
大
平
英
輔
、

寺
崎
真
樹
、
村

口
ヤ
イ
子
、
森
野
稔
、
松
本
登
志

枝

五
箇
庄
地
区
食
花
一肘
清
孝
会

車
山
文
夫
※
篠
聞
春
子
※
松
倉
秀

夫
※
大
久
保
享
※
湯
上
谷
志
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、

※
山
手
持
、
山
手
妙
チ
、
脇
山
江

理

f
、
水
下
と
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、
西
村
，冗
f
、

出
中
宏
子

南
保
地
区
会
中
品
川
和

一
会
小
林
誠
※
清
水
恵
美
子
、
中

島
三
男
、
大
森
幹
夫
、
川
上
真
由

美

山
崎
地
区
交
番
万
敏
雄
会
中

島
彰
一
会
九
里
正
憲
合
大
倉
敏
子
、

公
仙
名
清
久
※
名
古
屋
弘
信
※
蓬
沢

理
恵
子
※
久
保
田
淳
子
※
仙
名
恒

好
※
七
沢
政
時
※
大
森
雅
子
、
水

野
光
雄
、
大
森
華
世
、
剛一
一…
崎
幸
代

大
家
庄
地
区
会
清
水
邦
夫
人以
住
吉

嘉
人
会
小
川
洋
道
※
布
井
康
紀
※

山
岡
純
子
、
土
用
成
士

、
由
井
博
、

山
崎
真

一
、
井
口
一

美

（
以
上
mm

名
）

〈
〉
ご
寄
付
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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本
箱

ー
朝
日
町
立
中
央
図
書
館
｜

（告
白
｜

0
5
7
4）

新
し
い
本

（一

般
書
）

終

り

の

美

学

森

山

明

子

ニ

ホ

ン

語

日

記

井

上

ひ

さ

し

死
ぬ
ま
で
に
な
す
べ
き
こ
と

式
田
和
子

恋
愛
胃
潰
協
の
作
り
方

氷

井

明

法
廷
ウ
ォ

ッ
チ

ン

グ

和

久

崎

三

告
自
の
記

・
逢
い
た
い石

原
ま
さ
子

梅

原

鉱

内
館
牧
子

百
人
一
語

ハ
l
卜
が
砕
け
た
／

（
小
説
）

青
春
の
門

ル
仲
立
民
主
同

十
十
時
rt
m

（
上
下
）

五
木
寛
之

三
毛
描
ホ
ー
ム
ズ
の
心
中
海
俸

赤
川
次
郎

別
府
・

同
東
殺
意
の
旅西

村
京
太
郎

恐
竜
物
語
（
上
中
下
）

畑

正

憲

店
城
谷
田
日
光

司
馬
遼
太
郎

森
本
毅
郎

ビ
i
卜
た
け
し

赤
川
次
郎

R
E
X
 

h
a
Aサ

V
EW

重
耳

峠夢
球
場

漫
才
病
陳

夢
見
る
妹
た
ち

マ
デ
ィ
ソ
ン
郡
の
橋

ロ
パ
ー
ト

・
J

・
ウ
ォ
ラ
｜

二

重

裁

判

小

杉

健

治

（
上
中
下
）

本
の
紹
介

元議1：桜なるが泊し 兵に勇気のある人Iiむやみに人と争わむいから．平時には憶病者とlサじよ7に見えるということ喬リが高くてすばらしいの．では憾の花がよいということ。散る（t桜薫るJj:梅……散りぎわの芙しきでは肢がいさぎよくてよいし，



身近な話題を待っています（岱83－竹00内線204）へ。

魚、も学園切？
ふるさと川魚つかみどり大会

八
月
八
日
、
朝
日
町
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
と
朝
日
内
水
而
漁
協
の

皆
さ
ん
が
、
小
川
杭
詰
め
の
浅
瀬

で

「
ふ
る
さ
と
川
品
川
つ
か
み
ど
り

大
会
」
を
聞
き
ま
し
た
c

今
や
、
夏
休
み
恒
例
の
行
い
や
と

し
て
、
多
く
の
人
た
ち
が
楽
し
み

に
し
て
い
る
こ
の
大
会
に
は
、
今

年
も
帰
省
客
や
親
子
連
れ
な
ど
大

勢
の
人
た
ち
が

つ
め
か
け
、
魚
も

び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
の
に
き
わ
い
。

水
し
ぶ
き
と
拡
戸
を
あ
げ
な
が

ら、

イ
ワ
ナ
や
ア
ユ
な
ど
の

T
づ

か
み
を
来
し
み
ま
し
た

ι

トップレベルのアドバイス
一一筑波大女子パレ一部か技術指導一一

筑
波
大
小
女

f
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

却
の
析
さ
ん
が
八
ハ
ト
二
日
か
ら

卜
五

H
ま
で
、
総
人
口
体
有
館
な
ど

で
町
内
の
小

・
中

－
uu
川
校
斗
一ら
に

技
術
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

同
バ
レ

l
部
は
会
臼
本
選
手
権

大
会
優
勝
三
回
を
は
じ
め
、
輝
か

し
い
実
績
を
持
つ
大
学
パ
レ

l
界
の

名
門
ω

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
で
活
躍
し

た
三
崖
桁

f
選
予
や
尉
紀
江
選
手

な
ど
、
数
多
く
の
ト

ッ
プ
プ
レ

ー

ヤ
ー
を
山
し
て
い
ま
す

b

指
砕
に
あ
た

ゥ
た
似
似
院
特
や

選
手
の
持
さ
ん
は
、
パ
ス
や
レ
ン

｜
ブ
な
ど
の
恭
本
を
中
心
に
、
凶

自
問
に
わ
た
リ
熱
心
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
与
え
て
い
ま
し
た
。

縁
が
結
ば
れ
ま
し
た

ー
文
京
区
と
宮
崎
地
区
支
流
｜

東
京
都
文
京
灰
の
人
た
ち
六
十

人
い
か
七
川
二
十
五

H
、
山
崎
地
区

を
訪
れ
、
三
日
間
に
わ
た
っ
て
交

流
を
涼
め
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
、
全
倒
ビ

l
チ

ボ
ー

ル
競
技
大
会
に
文
京
区
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
や
、
宮

崎
出
身
者
か
い
る
こ
と
な
ど
が
縁

と
な
う
て
実
現
し
た
も
の
。

一
行
は
山
崎
小
学
校
に
宿
泊
。

地
元
の
人
た
ち
と
雨
水
浴
や
バ

ー

ベ
キ

ュ
ー
を
米
し
む
な
ど
、
友
好

の
愉
を
広
げ
ま
し
た
。

あなだの回りの広報係では，& Top~里News 

H
H川
I

N
U

－－J
へ

ど窓
窃寄？患

やおog

~£－ i 
－－ ふるさと美術館でL井口文秀「童画の世界」展 一一

夢いっぱいの展覧会

’
P
V
ら
へ
い
・
中
l

－R

J

汁
同

H

h

H

，

／ 

笹 川

上償尾

大屋

上道下

桜町

旭 ケ 丘

月山

片山

H片的’

舟川新

~I’ JI I事！？

織

ヂ

央

利

美

林

克

希

菜

沙

咲

沙
市
街
パ

一
成

響

詩

n十
奈

理

英

’K
凶

力

女

男

女

女

凶

力

女

女

女

久

長

長

長

長

長

長

2

長

長

長

2

長井一i告

村上正幸

悔；~ t: 

柚木二郎

大菅哲夫

勝原英明

混同号tt：文

狩谷政主主

折谷浩二

篠井円樹

桜井昌樹

三人目誕生

おめでとう ございます

ふ
る
さ
と
美
術
館
で
八
月
一
日

か
ら
井
口
文
秀

「輩
画
の
世
界
」

展
か
開
か
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
他
界
さ
れ
た
井
口
文
秀
さ

ん
は
、
朝
日
町
大
家
庄
の
出
身
。

小
中
学
校
の
教
科
書
や
児
童
用
図

書
の
挿
絵
、
創
作
絵
本
な
ど
、
数
多

く
の
出
か
で
夢
の
あ
る
作
品
を
践

さ
れ
て
い
ま
す
。

展
覧
会
に
は
、
井
口
さ
ん
の
原

画
七
十
五
点
の
は
か
、
絵
本
．
h
附

も
展
示
さ
れ
て
お
リ、

訪
れ
た
人

人
を
持
附
あ
ふ
れ
る
翫
州
の
世
界

へ
と
誘

勺
て
い
ま
す
。

ま
た
、
美
術
館
で
は
井
川
丈
秀

作
品
の
削
説
会
や

「
維
の
本
グ
ル

ー
プ
」

の
叫
刊
さ
ん
に
よ
る
紙
芝
肘

な
ど
も
余
刷
、
夏
休
み
の

f
供
た

ち
に
ス
テ
キ
な
ひ
と
と
き
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

同
M
肢
は
九
片

十
九
日
ま
で
開
僻
し
て
い
ま
す
£

町

一民

，ト
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六
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朝

日
の
夏
を
彩
る
「
あ
さ
ひ
ま

つ
り
」
が
、
今
年
も
八
月
一
日
か

－
ま
ち
の
う
ご
き
＠

主
ま
礼
衣
服
叩
で
完
寅

ノ
4

p

a

．，
、，，，
J
J
L
，匂
G
J

，

z
－－ロ、
‘，，

｜
第
叩
回
ふ
る
さ
と
講
演
会
｜

三
枚
橋
出
身
で
必
悩
井
県
立
制

期
大
学
ギ
長
の
林
伝

一
郎
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
て
八
月
十
四
日
、
生

涯
学
習
館
で
第
十
二
回
ふ
る
さ
と

講
演
会
が
川
聞
か
れ
・
ま
し
た

6

林
さ
ん
は

「
耳
と
．強
と
心
の
体

総
」
と
題
し
約
一
時
附
半
に
わ
た

勺
て
講
出
》
集
ま
勺
た
ふ
る
さ
と

の
人
約
行
人
を
的
に
、
と
き
お
り

ユ
ー
モ
ア
も
交
じ
え
な
い
か
ら
、
的

自
な
知
識
と
体
験
を
も
と
に
話
を

さ
れ
ま
し
た
。

f
k
℃
し

K
1
1
4
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で事
宮 本 町

泊三浦町
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弥生町
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刈 山
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徹

子

孝

忠
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誠

美

淳

行

い

好

安

門

出
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火
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真

三 久（69)

とき了・（67)

みの1)(72) 

I）よ （90)

年弘（60)

議室（69)
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ふ み（73)

行 総（69)

弘 了（52)

まつゑ（81)
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議の誌で115'は魚えぬ ・1突い所では何もできないことをたとえていう。大きなことをするためには，それにふさわしい環境が必要だということ。義若語を正ぜず ・川の中で，水流にごろごろ転がっている石lふ表面がいつもすれているから，苔が生えない。いつも活発に活動しているも
のl:t.時代が変化しても．いつまでも古くならないということ。 ． 
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芦之込
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井口文秀 － • 1909年（191 ;{;42年比まtL

鮮
や
か
な
朱
色
に
染
ま

っ
た
天
空
を
、

よ
さ
そ
う
な
て
ん
ぐ
が
ア
ジ
ャ
を
つ
れ
て
ひ
と

つ
飛
び
。
水
彩
絵
の
具
と
パ
ス
テ
ル
で
拙
い
た

刷
出
は
、

一
見
大
胆
に
見
え
る
が
、
そ
の
線
引

や
節
使
い
は
、
語
を
向
由
に
飛
び
ま
わ
る
て
ん

誇りと｛云統を胸に

境小学校大運動会

｝＼ 
σ3 

ぐ
の
迫
力
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
、

い
紡
怯
に
尚
ち
あ
ふ
れ
て
い
る

ν

こ
の
絵
は
、
創
作
絵
ーや
「
て
ん
く
と
ア
ジ
ャ
」

の
一
場
耐
。
ア
ジ

ャ
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
幼
き

臼
の
井
口
文
秀
向
’
H

切
で
あ
る
。
大
家
庄
の
栄
照

寺
に
生
ま
れ
、
同
じ
敷
地
内
の
牒
倉
山
光
栄
十寸
の

節
以
の
天
井
裂
に
は
、
て
ん
ぐ
が
佐
ん
で
い
た

と
い
わ
れ
、
大
変
い
た
ず
ら
好
き
で
い
ろ
い
ろ

な
話
が
伝
わ

っ
て

い
る
。

こ
の
守
で
、
あ
る

H

突
然
ア
ジ
ャ
か
姿
を
消
す
。
は
た
ま
た
て
ん
ぐ

の
仕
業
か
・：
；・
。
は
た
ま
た
：
：
・
と
話
は
展
開

す
る
。

井
口
文
平
均
は
、
こ
の
他
に
も
ふ
る
さ
と
朝
日

町
や
、
剛
山
部
の
’け
u
m
b
」
脚
内
と
し
た
人
間
と
動

物
の
折
り
な
す
絵
本
「
む
き
さ
び
と
コ
ロ

」
「
く

ろ
べ
の
ツ
ン
コ
ギ
ツ
ネ
」
「
セ
ン
ナ
じ
い
と
く

ま
」
な
ど
を
児
京
文
学
作
家
松
谷
み
よ
子
と
と

も
に
制
作
し
た
。

こ
れ
ら
の
本
の
中
に
は
、
昭

和
初
則
の
刺

H
町
の
胤
京
や
、
人
々
の
生
一叫
が

再
現
さ
れ
て
い
る
c

L

f

t

ゼゐ
F

Z

A

V

L

4

t

 

と
て
も
出
か

井
口
文
秀

童
画

の
世

8 
界

月」
19展
日開

l 自）催
、｜ま中

プ｜で

お盆の8月15日，境小学校

で「 1 20周年 ・ l~＇＇l校記念大運動

会」が｜掛かれました。

明治 6iFに！蹟i童小学校とし

て誕生、今年で創立120周年を

迎えた｜司校も．来年4月の統介

小 「きみさと 小学校」 l~f.J 絞

により，：長い歴史に終lトー符を

nちます。

お盆にず干わせた今年のj主動

会は，思いll'.に残る記念すべ

き大会。帰'f1＇存も加わ 1），誇

りと伝統にif.？.）ちた最後の運動

会を地Iiをあげて犠リ上げ，

探〈心に哀ljみました。

－
平
成
5
年
9
月
号

⑪

ー『4

V
お
よ
そ
支
ら
し
い

H
も
な
い
ま

ま
過
ぎ
て
い
っ
た
感
じ
の
今
年
の

変
。
ま
る
で
梅
雨
の
延
長
の
よ
う

な
グ
ス
グ
ス
し
た
討
が
続
き
、
泌

や
山
も
人
山
は
さ

っ
ぱ
リ
。
記
紋

的
な
長
耐
と
低
川
川
、
臼
照
不
足
の

た
め
、
各
地
で
農
作
物
へ
の
影
響

が
心
配
さ
れ
て
い
る
き

V
楽
し
み
に
し
て
い
た
夏
休
み

の

計
凶
も
だ
い
な
し
｜
｜
。
ぷJ
供
ば

か
り
か
大
人
に
と

勺
て
も
恨
め
し

いげ町民だ

っ
た
。
そ
、
つ
い
え
ば
、
わ

が
家
の
エ
ア
コ
ン
も

↑
、
二
位
山

番
が
あ

っ
た
だ
け
。

セ
ミ
の
戸
を

や
か
ま
し
い
と
感
じ
た
覚
え
も
な

け
れ
ば
、
こ
げ
茶
色
に

H
焼
け
し

た

γ
供
た
ち
の
姿
も
あ
ま
り
見
か

け
な
か

っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
o

vゃ
れ
地
長
だ
、
ゃ
れ
台
風
だ
、

暖
冬
だ
、
冷
夏
だ
と
騒
い
で
も
、

も
と
よ
り
人
間
は
内
然
す
べ

て
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
わ
け
で
は

な
い
。
が
、
備
え
あ
れ
ば
少
し
は

憂
い
も
な
く
な
ろ
う
と
い
う
も
の
。

V
九
月
一
日
は
「
防
災
の

uヘ
十

四
万
人
も
の
尊
い
生
命
を
奪
っ
た

関
東
大
長
災
は
、
七
十
年
前
の
こ

の
日
点
件J

に
起
き
て

い
る
。

世帯数 5.194(-3) 115・8・1祝砲・
( ）（；前fl!t 

計 17.718 ( + 6) 4) 女 9.435(+ 男 8.283(+2) 〔町の人口〕


